
「植木まつり」初日の様子。晴天に恵まれ、多くのお客様がご来場くださいました。
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次代に引き継ぐ豊かな森林

成熟したカラマツ林成熟したカラマツ林

主 伐・再造林の必要性 　樹木は二酸化炭素（CO2）を吸収
し、炭素（C）を貯蔵することができ
ます。地球温暖化の原因物質の一つで
あるCO2 の吸収は地球温暖化防止に
重要な役割を担っています。
　カラマツの CO2 吸収量は 10 年～
20年生頃が多く、樹齢が高くなるほ
どに少なくなります。
　伐期を迎えた人工林を伐採し（主
伐）、若返らせること（再造林）で地
球温暖化防止効果を高めることに繋が
ります。

　カラマツなどの人工林の主伐適期
は材のサイズ、材質等の観点から
51 年生～ 70 年生（11 ～ 14 齢
級）です。その蓄積量は上小地域全
体の約 58%とを占め、適期を過ぎ
た 71年生（15 齢級）以上の人工
林を加えると全体の約 9割が主伐
時期にあるといえます。

　森林組合には森林づくりのプロ
である「森林施業プランナー」が
多数在籍しています。
　山に関するどんなことでもお気
軽にご相談ください。

若い木ほど
CO2 をたくさん吸収
することができるよ !

地球温暖化防止にも
役立つよ !

　若いほど CO2 吸収
→森林の若返りが重要

約 9 割
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木 材価格の上昇

再 造林の補助率引上げ

　2021年 3月頃から新型コロナウ
イルス等の影響で輸入木材が不足す
る「ウッドショック」が生じました。
また、今年に入りロシアに対する経
済制裁によって、ロシア産木材の輸
入が全面的にストップしたことなど
も影響し、国産木材の需要が高まり、
令和3年1月からの1年間でカラ
マツについては用材向け丸太が、約
5,000円 /㎥上昇しました。

　「再造林」とは、人工林を伐採した跡地に再び苗木を植えて
次の世代の森林をつくることです。
　長野県では再造林の費用負担を軽減させ、促進を図るために、
「地拵え、植栽及び獣害防除」について、信州の森林づくり事
業（森林環境直接支援事業）の補助率を 70%から85%に
引上げました。

約 5,000 円／㎡UP

東信木材センター東信木材センター

主伐

下刈

植栽除伐

地拵え間伐

①　上小地域の人工林の約9割は伐期を迎えている
②　人工林再造林により地球温暖化防止効果UP
③　国産木材価格の上昇
④　再造林にかかる事業費の補助率引上げ

　以上のことから、主伐・再造林を行っていく絶好のタイミングと考えられます !

今回のポイント

※末口径が 18 ㎝以上のカラマツ材
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第第
2727
回回    

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会    

開
催
開
催

　
三
月
二
十
四
日
、
第
二
十
七
回
通
常
総

代
会
が
上
小
森
林
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
総
代
総
数
二
〇
〇
人
中
一
七
四

名
（
内
委
任
状
七
十
五
名
）
が
出
席
し
ま

し
た
。
議
長
に
は
上
田
市
真
田
の
山
宮
幸

政
氏
が
就
任
、
提
出
議
案
全
て
が
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
倉
沢
組
合
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

昨
今
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
等
が
世

界
的
な
課
題
に
、
ま
た
、
各
地
で
激
甚
な

災
害
が
多
発
し
、
地
域
の
安
全
確
保
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
、
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
所
、
場
面
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
木
材
需
給
に
関
し
て
も
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
森
林
組
合
が

日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
健
全
な
森
林

づ
く
り
、
木
材
な
ど
再
生
可
能
な
森
林
資

源
の
活
用
等
の
諸
活
動
は
、
地
道
で
は
あ

り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
重
要
度
を
増
し
て

い
る
も
の
と
改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
戦
後
、
造
成
さ
れ
た
人
工
林
は
、
お
よ

そ
半
世
紀
を
経
て
、
成
熟
が
進
み
、
樹
木

成
長
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
等
の
効
用
も
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
十
分
に
育
っ
た
木
材
資
源
を
よ
り
豊

か
な
生
活
の
た
め
に
活
か
す
、
そ
し
て
、

人
工
林
の
世
代
交
代
、
即
ち
、
主
伐
と
再

造
林
が
、
持
続
可
能
で
活
力
の
あ
る
健
全

な
森
林
の
た
め
に
必
要
な
時
が
来
て
お
り

ま
す
。
森
林
管
理
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
カ

ラ
マ
ツ
を
主
体
と
す
る
地
元
木
材
の
生
産

等
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に

立
つ
べ
く
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
三
年
度
の
事
業
実
績
で
あ
り
ま
す

が
、
取
扱
高
で
十
五
億
六
千
万
円
余
、
当

期
未
処
分
剰
余
金
三
千
九
百
万
円
余
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、

組
合
員
の
皆
様
、
行
政
は
じ
め
関
係
各
位

の
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
た
組
合
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
結
果
と
、
改
め
て
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

諸
状
況
を
勘
案
し
、
ほ
ぼ
前
年
度
の
実
績

並
み
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
等
の
状
況
下
、
見

通
し
が
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村・県・

国
の
施
策
に
沿
い
な
が
ら
、「
組
合
員
の
皆

様
の
た
め
」
を
第
一
義
に
、
現
場
作
業
の
安

全
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
の
達
成
に
努

め
、
こ
こ
上
小
地
域
の
健
全
な
森
林
づ
く
り

と
木
材
等
森
の
恵
み
の
利
用
に
、
さ
ら
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
市
町
村
な
ど
行
政
、

関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、
組
合
運
営
に
当

た
り
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
、
ご
指
導
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
総
代
の
皆
様
に
は
、
議
案

の
ご
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

ま
た
、
お
集
り
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
開

会
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

販売
644,370千円

  加工
10,284千円

森林整備
907,481千円

指導
1,512千円

令和3年度
事業実績

総取扱高
1,563,647千円

販売
646,877千円

加工
9,800千円

森林整備
910,292千円

指導
1,170千円

令和4年度
事業計画
総取扱高

1,568,139千円
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

�
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た

　インターンシップや職場体験を通して、健全な森林づくりや森林資源活用の意義や大切さ、
森林の働くことの楽しさ、厳しさを学んで頂きました。
　体験学習を通じて、地域の森林について、理解を深め、森林づくりの大切さに関心が高まる
ことを期待しています。

令和 3 年 12 月 21 日㈫～ 22 日㈬

令和 4 年 3 月 15 日㈫

令和 4 年 5 月 17 日㈫

　長野県林業大学校の学生 2名の
インターンシップを実施しました。
　松くい虫防除現場、枝払い・獣害
対策の作業現場、主伐作業現場等に
おいて、作業体験を行いました。

　東御清翔高校より生徒 1名の職場体験を受け入
れました。
　職員から組合の概況を聞いた後、地拵え作業中の
現場、植栽後の下刈予定地の確認、造材作業の見学
等を行いました。

　東京農業大学の学生 1名の職場見学を受け入れ
ました。
　上田市内にて、午前は間伐予定地などの調査、午
後は重機を使った造材から搬出などの見学やGNSS
（全世界測位システム）を使った測量を行いました。
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ああ
れれ
ここ
れれ

組組
合合

活活
動動

のの
令和4年度　安全スローガン令和4年度　安全スローガン

見たつもり、見たつもり、
やったつもりが招く事故やったつもりが招く事故

初心に戻って初心に戻って
ゼロ災職場ゼロ災職場

新
年
安
全
祈
願
祭

一
月
四
日
㈫

　
新
年
の
仕
事
始
め
に
併
せ
、
安
全
祈
願

祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
家
神
社
の
押
森
神
官
に
よ
る
祝
詞
奏

上
、
玉
串
奉
奠
な
ど
、
職
員
全
員
で
労
働

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
新
た
な
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
、無
事
故・

無
災
害
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　
職
員
研
修
会

一
月
四
日
㈫

　
仕
事
始
め
式
終
了
後
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
的
な
意
味

と
重
要
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
森
林
組

合
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、

実
践
し
て
い
く
か
を
研
修
し
ま
し
た
。

高
性
能
林
業
機
械

　 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研
修
会

二
月
二
日
㈬
～
三
日
㈭

　

長
野
県
林
業
労
働
財
団
、
機
械
メ
ー

カ
ー
か
ら
講
師
三
名
を
招
い
て
、
技
能
職

員
二
十
名
（
※
研
修
基
準
に
よ
る
定
員
）

が
参
加
し
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
、
日
常
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
方
法
に
つ
い
て
座
学
を
受
講
、
そ
の
後

野
外
に
て
プ
ロ
セ
ッ
サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
、

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
三
機
種
を
使
い
実
際
に

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
、
前
半
は
「
機
械
を
や
さ
し
く

使
っ
て
、
低
コ
ス
ト
と
生
産
性
の
向
上
」

の
講
義
、
後
半
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
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れ
、
機
種
ご
と
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど
に

つ
い
て
対
応
を
検
討
し
ま
し
た
。

監
査
・
理
事
会

上
小
の
林
業
課
題

　
　
調
査
研
究
報
告
会

三
月
十
六
日
㈫

植
木
ま
つ
り
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

四
月
九
日
㈯
～
五
月
二
十
九
日
㈰

　

二
月
二
十
四
㈭
日
に
監
査
が
行
わ
れ
、

監
事
三
名
に
よ
る
令
和
三
年
度
事
業
の
決

算
監
査
を
受
け
ま
し
た
。
監
査
は
詳
細
か

つ
厳
正
に
行
わ
れ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
月
七
日
㈪
に
は
理
事
会
が
開
催
、
令

和
三
年
度
実
績
と
四
年
度
計
画
等
が
審
議

さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
及
び
上
小
林

業
振
興
会
（
上
小
地
区
の
四
市
町
村
と
当

組
合
で
構
成
）
が
設
置
し
た
「
上
小
の
林

業
課
題　
調
査
研
究
チ
ー
ム
」
に
よ
る
調

査
研
究
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
か
ら

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
参
加
し
、
組
合
で
は

五
人
の
職
員
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
春
の
恒
例
行
事
、
植
木
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
良
質
で
安
価
な
庭
木
や
花
な
ど
を
豊
富

に
取
り
揃
え
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
植
木
の
販
売
、
庭

づ
く
り
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
椎
茸
栽
培
」

　 

菌
打
ち
作
業
の
指
導

四
月
二
十
二
日
㈮

　
塩
田
西
小
学
校
の
四
年
生
が
、
森
林
の

大
切
さ
な
ど
の
学
習
を
し
た
後
、
椎
茸
栽

培
の
方
法
を
指
導
し
、
約
六
十
本
の
原
木

に
椎
茸
の
菌
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。　

来
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
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＼生島足島神社御柱大祭／

「御柱の根切り神事」に参加しました
　4月 17日㈰、生島足島神社において、7年に 1度、寅年と申年の年に行われる歴史のある御
柱祭が執り行われました。
　その御柱となる木の根切の神事が、昨年の 12月 4日㈯に行われ、当組合からは上田支所の
技術職員 1名と技能職員 4名が参加しました。上ノ宮一之柱（かみのみやいちのはしら）とな
る高さ25メートル（長さ約17メートル）のアカマツの前で神事を斎行の後、斧入れ、伐倒が
執り行われました。

①事前に余計な枝など刈り払います。特殊伐採もお任せください !
②、③斧（おの）の刃を立てる儀式「斧入れ式」。根切り者の「エ
イ !エイ !」という掛け声が響きます。
④チェーンソーで柱を伐り倒します。
⑤伐倒木の年輪を調べます。樹齢約150年でした。

－樹齢と林齢の違いについて－
樹齢（じゅれい）
樹木の種子が芽生えてから経過した年数。

林齢（りんれい）
森林の年齢。
人工林では苗木を植栽した年を 1年生と
し、以後，2年生，3年生と数える。

 豆知識

　今回、生島足島神社御柱の根切り者を経験させて
いただきました。
　林業という職業に就いていても一生に経験できる
人は本当に限られていると思うので、大変貴重な体
験ができました。
　このたくさんの人が見ている中での、大切な木を切
る緊張感を普段の仕事でも忘れずに、一つ一つの作
業に対して真剣に取り組んでいきたいと思いました。

上田支所　技能職員　尾　美　良　一参加者の
感想

【合図】
中島 　隆

【根切り者】
尾美 良一

【補助】
増田 博文

【牽引】
安藤 弘治

年輪
（丸太の切り口の縞模
様でもわかります）
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＼地域のことをもっと知ってみよう／

滝山連峰（青木村）

滝山連峰（遠景）滝山連峰（遠景）

所在地：青木村大字下奈良本

　青木村の沓掛川の支流として滝川という川があります。
その上流に一の滝、二の滝、三の滝からなる「滝山不動
滝」と呼ばれる三つの滝があり、村内の飲料水や農業用
水などを供給する滝川ダムもあり、滝山と呼んでいます。
　青木村の保福寺峠から十観山へ連なる山々は滝山連峰
と呼ばれ、青木村や下流域の大切な水源林として、又、
トレッキングコースも整備され多くの人々に親しまれて
います。� （記事協力

▲

青木村下奈良本　尾沢　薫明�さん）

呼び名：滝
たき

山
やま

（通称名：奈良本山）

滝川ダム 

滝山 

十観山 

リフレッシュパークあおき 

森林組合 
青木支所 

青木村 
役場 松本市 

鹿教湯温泉 

上田市 

別所温泉 

保福寺峠 

道の駅 
あおき 

ふるさと公園あおき 

　組合では、上小地域の森林など組合員の皆様にさらに知り親しんでいた
だこうと、山に関する言われや伝承など募集しております。
　お問合せ・詳細につきましては、下記担当までご連絡お願いいたします。

－担当：総務課（TEL.0268-39-8522）－

募 集 中

一の滝一の滝 二の滝二の滝

滝川ダム滝川ダム
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次
の
①
～
③
の
中
か
ら
正
解
の
番
号
を
選
び
、
は
が
き

に
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

上
小
地
域
の
人
工
林
は
、
何
割
が
伐
期
を

迎
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

問  題　正解された方の中から、抽選で３名様に、食事処
「しんりん」1,000円分の御食事券をプレゼントします！

※発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
� （令和４年７月31日消印有効）

〈応募はがきの記入方法〉

〒 386-1212

上田市富士山
2464-226

信州上小森林組合
　やまびこ編集部

①クイズの答え
②郵便番号・住所・
　氏名・年齢・
　電話番号
③組合、広報誌へ

の意見がござい
ましたらご記入
下さい。

表裏

①
７
割·

②
３
割

③
９
割

前号（52号）の答えは「②41.8％」／応募総数27通（正解26通）
ありがとうございました!

４月より２名の新しい仲間が
加わりました。
組合員の皆様、どうぞよろしく
お願いします。

紹介紹介
ニューフェイスニューフェイスニューフェイスニューフェイスニューフェイスニューフェイスニューフェイス
きらり !

　先輩方の仕事をよく見て学び、一日でも
早く関わる皆様の力になれるように頑張り
たいと思います。
　よろしくお願いいたします。

　4月から林業という全く別の職種にチャ
レンジすることにしました。
　知識が無い分、気合と努力でいち早く戦
力になれるよう頑張ります。

技術職員 技能職員

樹
き

山
やま

　拓
たく

馬
ま

立
たて

岩
いわ

　陽
ひ ゅ う

優
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組
合
か
ら
の

　
組
合
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
職
員
の
動
き

【
採
　
用
】

　
四
月
一
日
付

　
　
職
　
　
員

　
　
　
技
　
　
師

　
　
　
　
樹
　
山
　
拓
　
馬

�

（
森
林
整
備
課
兼
上
田
支
所
）

　
　
　
技
能
職
員

　
　
　
　
立
　
岩
　
陽
　
優
（
森
林
整
備
課
付
）

【
転
　
任
】

　
四
月
一
日
付

　
　
依
田
窪
支
所
長
代
理

　
　
　
田
　
中
　
憲
一
郎
（
川
東
支
所
長
代
理
）

　
　
森
林
整
備
課
主
任

　
　
　
吉
　
池
　
　
　
和
（
依
田
窪
支
所
主
任
）

　
　
青
木
支
所
主
任

　
　
　
宮
　
澤
　
　
　
潤
（
上
田
支
所
主
任
）

　
　
上
田
支
所
技
師

　
　
　
後
　
藤
　
輝
　
明
（
青
木
支
所
技
師
）

　
　
川
東
支
所
技
師

　
　
　
山
　
崎
　
恭
　
平
（
森
林
整
備
課
技
師
）

　
　
依
田
窪
支
所
技
手

　
　
　
松
　
下
　
瑛
　
介

�

（
森
林
整
備
課
兼
上
田
支
所
技
手
）

【
昇
　
任
】

　
四
月
一
日
付

　
　
参
事
兼
総
務
課
長

　
　
　
土
　
川
　
哲
　
志
（
総
務
課
長
）

【
退
　
職
】

　
一
月
三
十
一
日
付

　
　
技
能
職
員

　
　
　
田
　
中
　
由
　
夫
（
輸
送
班
）

　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
駿
（
川
東
支
所
）

　
三
月
三
十
一
日
付

　
　
　
堀
　
内
　
慎
　
吾
（
森
林
整
備
課
付
）

　
四
月
三
十
日
付

　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
涼
（
川
東
支
所
）

●
組
合
員
名
義
の
変
更
等
に
つ
い
て

　
相
続
な
ど
に
よ
り
名
義
変
更
を
す
る
場
合
等
は
、「
組

合
員
の
死
亡
届
と
相
続
人
の
加
入
申
込
書
」
な
ど
手
続
き

が
必
要
で
す

　
ま
た
、
新
規
加
入
や
増
資
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
・
書
類
等
の
お
問
合
せ
は
お
近
く
の
支
所
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
森
林
保
険
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

　
近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど
森
林
災
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
所
有
森
林
の
万
が
一
に
備
え
、

「
森
林
保
険
」
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
て
ん
ま
保
険
の
ご
紹
介

　
地
元
の
方
々
で
共
有
林
の
手
入
れ
等
を
行
う
に
あ
た
り
、

万
が
一
の
怪
我
の
対
応
に
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
る
の
が

「
お
て
ん
ま
保
険
」
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
加
入
手
続

き
は
各
支
所
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
お
て
ん
ま
…
北
信
州
の
方
言
で
共
同
作
業
の
こ
と

あ
と
が
き

　
今
回
は
、
青
木
村
の
滝
山
連
峰
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
山
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。



■信州上小森林組合
本所・上田支所／☎0268-39-8522・FAX.0268-39-8523
川 東 支 所／☎0268-72-3703・FAX.0268-72-3881
依田窪支所／☎0268-68-2172・FAX.0268-68-2056
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森林作業の好きな方、
山が好きな方、
私たちと一緒に

山で働いてみませんか。
研修期間がありますので
未経験の方でも大丈夫です。

組 合 職 員

大 募 集
■技能職員

■技術職員

仕 事 内 容 森林の造成（植栽、下刈、間伐等）、木材の搬出・販売等森林整備全般

給 料 当組合の規程による　※年齢・経験等を考慮し優遇

就 業 場 所 上田市、東御市、長和町、青木村

就 業 時 間 7時 30分～ 17時 15分（休憩1時間 45分）
※冬期のみ7時 30分～ 17時（休憩1時間 30分）

休 日 週休2日制（土・日・祝日）、お盆休暇、年末年始休暇

待 遇 雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金保険、賞与、退職金制度あり

マイカー通勤 可（駐車場あり）

仕 事 内 容 森林施業の提案、測量、森林経営計画等の作成事務、現場管理

給 料 当組合の規程による　※年齢・経験等を考慮し優遇

就 業 場 所 上田市、東御市、長和町、青木村

就 業 時 間 8時30分～17時15分または7時30分～16時15分（各休憩1時間）
※シフト制による

休 日 週休2日制（土・日・祝日）、お盆休暇、年末年始休暇

待 遇 家族・住宅・通勤手当（2㎞～）、昇給、賞与あり
雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金保険、退職金制度あり

マイカー通勤 可（駐車場あり）

信州上小森林組合　本所（担当／総務課）
〒 386-1212　上田市富士山 2464 番地 226　TEL.0268-39-8522

……… 職場見学もできます。詳細については担当までお気軽にお問い合わせください。………


